
2016.2.4 (木)
パシフィコ横浜パシフィコ横浜パシフィコ横浜パシフィコ横浜

参加無料

第15回 国土セイフティネットシンポジウム

「災害情報の最前線！」
～今！災害への備えは、未来の安全対策です～

東日本大震災後、津波以外にも台風や集中豪雨による水害や土砂災害が数多く発生し、火山噴火も各地で
活発化している。また、首都直下地震や南海トラフೋ大地震の発生もೃ୛औोる中、ますます災害情報の
社会的な重要性は高まっている。
今ऒजষअ災害षの૟इは、౞ਟの防災ৌੁでँる。
本シンポジウムでは、ਈ੔ഈの科学技術による災害情報の現૾と活用षのহ୻を報ઔする。

■■■■ 開会の挨拶開会の挨拶開会の挨拶開会の挨拶 米倉 実 বয়研究৫発法人防災科学技術研究所 ৶হ

■■■■基調講演基調講演基調講演基調講演 13：：：：10～～～～13：：：：50

プログラムプログラムプログラムプログラム

日時：2016ফ2月4日（木）13：0017：00ع
会場：パシフィコ横浜 アネックスホール I・J 会場

〒220-0012 横浜৘ਧયみなとみらい1-1-1
みなとみらい線 「みなとみらい駅」徒歩5分
JR਎浜東ਨ線など「඙木঴駅」徒歩12分
JR東海道線など「横浜駅」タクシー10分

਌ಈ：বয়研究৫発法人防災科学技術研究所
્定శ੾ਹ活৿法人リアルタॖム地震・防災情報ਹ用ੈ৮会（REIC）

後ର：東਎ૹੵ会৮所、঳ಹ社団法人東ਨ地ୠतくॉੈ会、
公益財団法人地震予知総合研究振興会

定員：200੡（૞ਸા૮મ）

至みなとみらい駅

಼૩ੲਾभુથ؞ਹણ৷भ最前線
عभೳ॑தइथ௶ੌ؞६ؚਃঢ়ش૩ரશؚଆ಼ইख़಼ع

臼田 ඥ঳୙ 防災科学技術研究所 レジリエント防災・減災研究推進センター
プロジェクトディレクター

災害に強い社会を実現するためには、専門的・経験的な「知の統合活用」と、個人・組織・機関同士の
「ੈ௮」がਂ૭ಳでँॉ、ऒोらをणなऍ合ॎचるのが「情報」です。ऒऒでは、予防・ৌૢ・৚୮、
自助・ુ助・公助にउऐる災害情報のુથ・ਹ活用হ୻をງஂするとともに、ऒोऊら社会঳৬と
なって਄ॉ組िसऌୖ਻にणいて৮૛します。



≪≪≪≪セミナーお申込みセミナーお申込みセミナーお申込みセミナーお申込み≫≫≫≫ 第第第第20回回回回「震災対策「震災対策「震災対策「震災対策技術展技術展技術展技術展 横浜」横浜」横浜」横浜」のホームページよりお申込みください。のホームページよりお申込みください。のホームページよりお申込みください。のホームページよりお申込みください。

http://www.shinsaiexpo.com/yokohama/seminar/

※ セミナー当日、諸般の事情により演題の変更ならびに開始・終了時間の変更がございますこと、

あらかじめご了承頂きます様お願いいたします。

≪≪≪≪お問合せお問合せお問合せお問合せ≫≫≫≫ リアルタイム地震・防災情報利用協議会（リアルタイム地震・防災情報利用協議会（リアルタイム地震・防災情報利用協議会（リアルタイム地震・防災情報利用協議会（REICREICREICREIC）））） 事務局事務局事務局事務局

TEL: 03-5829-6368 E-mail: reic_jimukyoku0305@eq7realtime.org

■■■■ Session 2 13：：：：50～～～～14：：：：30

■■■■ Session 3 14：：：：30～～～～15：：：：10

■■■■ Session 4 15：：：：20～～～～16：：：：00

■■■■ Session 5 16：：：：00～～～～16：：：：40

■■■■ 閉会の挨拶 早山 徹 リ॔ঝタॖム৉震・防災情報匏৷匞৮会 会শ

最近の火山活動 ع火山被害への備えपؚ厧勥ऩ午匔धमع
棚田 俊收 防災科学技術研究所 観測・匨測୩ୠ ৉震・火山研究ユニットশ

久田 嘉章 工学院大学 建築学部 まちづくり学科 教授

首都直下地震への備え ع災害प備えؚ今すべきऒधधमع

災害被災地対応の最前線 ع໯勜ᑵᓧؚ⑞ଗ勿ଞ匫৘の南ୠ匍害対応ྭع
水井 ଐጝ 防災科学技術研究所 社会防災システム研究୩ୠ 災害リスク研究ユニット 研究員

災害ୢ௜の最前線 ع災害ୢ௜の勶ৃदକきथःॊऒधع
স卼 泰宏 বয়৳健ୢ௜科学院 健康஠務ଵ৶研究部শ

平成26ফ২ेり開卿された勛റ的ॖঀベーシঙン൉ୗউটॢラム(SIP)では、厑公厘఺लড়৑の有する情
報を঳區的に集約し、৳健ୢ௜ী৙における支援活動の内容に厸गた஄で情報を卖୹することにेり、ဌ
速に匤ം೩঻を被災৉からဦলし、ి卲にୢ௜卖୹ऋষえるୢ௜務ঢ়षの厓容、さらにはরশ勡における
ೂ୔所での৳健ୢ௜ニー६をి卲にኇえることでୢ௜೽要の匲大を౞ேに匨防でऌるৗたな情報ॿット
ワークの開発を進めています。本演題においては、SIPにおける取組の概要について紹介します。

9月に発生した茨城県常総市の水害において防災科学技術研究所では、緊急調査の速報を発信し、
公開被害叔யやব・ঽ匮৬の対厸情報集約१ॖトを構築・公開し、災害対策本部会৮、市ড়षの
情報共有支援を実施しました。また、開設された県と市の災害ボランティセンターにて活動の
情報集約やデータベース構築の支援・調査を実施しました。これらの活動について報告します。

今後30ফで70％の卾厾で発生すると匟われている匹匙卟ৣ৉震に備えるため、厢ுの৉震被害と
教訓とব・ঽ匮৬の被害୳৒医卵を紹介し、卫୧৉やর升市ඌ৉なन৉ୠ厣勯を踏まえた
実践的な震災対策（被害をলさない対策と被害ऋলたৃ়の対厸策كを実୻ととुに紹介します。

ここ包ফ話題になढた౪ឧ山や卶ెଐ部勹、ຢஉ山ಉの噴火で観測されたデータをुとに、
火山観測からわかることと、わからないことを最初に説明します。
次に、噴火に伴う火山災害の内容とその被害に備えるための情報についてお話しします。


